
～ 今回のトピックス ～
第５０回全国消防救助技術大会に
大崎消防本部の隊員が出場！・・・・・・・・・・Ｐ２～３
令和４年７月の記録的な大雨と消防本部の対応状況・Ｐ４

　大規模災害における実際の救助対応と、有事に備えて
日々技術向上に励み、宮城県代表として出場の切符を勝ち
取った消防救助の全国大会について特集します。

令和4年8月26日（金）in東京・立川
第50回全国消防救助技術大会第50回全国消防救助技術大会第50回全国消防救助技術大会



　

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
と
は
、

全
国
各
地
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
救
助

隊
員
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
鍛
え
抜

い
た
消
防
救
助
技
術
を
競
い
合
う
大

会
で
あ
り
、
陸
上
の
部
と
水
上
の
部

に
分
か
れ
、
隊
員
一
人
一
人
が
基
本

的
な
技
能
を
錬
磨
す
る
「
基
礎
訓

練
」
と
、
隊
員
個
人
の
技
能
と
と
も

に
隊
員
間
の
連
携
を
錬
磨
す
る
「
連

携
訓
練
」
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
47
年
か
ら
毎
年
、
全
国
各
地

で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

２
年
と
令
和
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
た

め
中
止
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
今
大
会
は
、
50
回
目
と
な
る

記
念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
８
月
26
日
（
金
）
に
東

京
都
立
川
市
で
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、

へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

大
崎
広
域
消
防
本
部
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
大
会
出
場
を
通
し
て
、

救
助
技
術
の
高
度
化
に
必
要
な
基
本

的
要
素
を
錬
磨
し
、
消
防
救
助
活
動

に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
、
技
術

力
を
養
い
、
圏
域
住
民
の
消
防
に
寄

せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

精
鋭
約
２
５
０
０
人
の
隊
員
が
参
加

す
る
中
、
宮
城
県
代
表
と
し
て
古
川

消
防
署
特
別
救
助
隊
に
所
属
す
る
堀

江
大
隊
員
は
、
陸
上
の
部
の
基
礎
訓

練
で
あ
る
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡と

過か

」
に
出
場
し
、
見
事
、
入
賞
（
タ

イ
ム
19
・
3
秒
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
崎
広
域
消
防
本
部
発
足

50
年
の
歩
み
の
中
で
、
３
人
目
と
な

る
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

  

「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
を
始
め

て
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
憧
れ
の
先
輩
を
必
死
で
追
い
か
け
、

一
心
不
乱
に
訓
練
に
打
ち
込
み
ま
し

た
」
と
話
す
堀
江
大
隊
員
。
ま
た
、

「
こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
通
じ
、
失
敗

や
成
功
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
後
輩

ほ
り

だ
い

え



　

Ａ
塔
と
Ｂ
塔
の
間
に
、
地
上
7

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
張
ら
れ
た
20

メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
、
往
復
す
る

渡
過
訓
練
で
す
。

　

往
路
は
セ
ー
ラ
ー
渡
過
（
ロ
ー
プ

の
上
に
体
を
乗
せ
て
、
腕
力
を
使
い

な
が
ら
渡
る
技
術
）、
復
路
は
モ
ン

キ
ー
渡
過
（
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
が
っ

た
状
態
で
、
両
手
と
両
足
を
交
互
に

動
か
し
な
が
ら
渡
る
技
術
）
を
行
い

ま
す
。

訓
練
の
解
説

訓
練
の
解
説

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

古川消防署  特別救助隊  堀江 大（３１才）

往路：セーラー渡過復路：モンキー渡過

　

こ
の
訓
練
の
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
同
僚
や
先
輩
方
に

感
謝
し
ま
す
。

　

７
月
の
宮
城
県
指
導
会
で
全

国
大
会
の
出
場
切
符
を
手
に
取

り
、
宮
城
県
代
表
と
し
て
意
識

し
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
全
国

大
会
に
向
け
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
訓
練
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、地
域
の
方
々

に
対
す
る
日
々
の
感
謝
の
気
持

ち
と
、
自
分
に
負
け
な
い
気
持

ち
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
出
場

し
、
全
国
の
消
防
隊
員
と
肩
を

並
べ
、
入
賞
で
き
た
こ
と
は
、

自
分
の
一
生
の
財
産
で
す
。



このたびの災害において被災された皆さまに、心からお見舞い申し上げます。

令和４年７月の記録的な大雨と消防本部の対応状況

名蓋川決壊による大崎市古川地区の浸水状況
（宮城県防災ヘリコプター管理事務所提供）

７月１７日新聞掲載記事（河北新報社提供）

消防隊・消防団の活動状況（河北新報社提供）

　

７
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
り
各

地
で
道
路
の
冠
水
や
堤
防
の
決
壊
、
河
川
の
越
水
な

ど
被
害
が
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
24
時
間
の
大
崎
圏
域
内
に
お
け
る

時
間
雨
量
と
１
１
９
番
入
電
件
数
の
推
移
を
表
し
た

も
の
で
す
。
7
月
15
日
の
23
時
過
ぎ
か
ら
雨
量
が
急

増
し
、
入
電
件
数
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
入
電

件
数
は
1
時
〜
4
時
台
に
集
中
し
て
お
り
、
一
旦
は

落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
8
時
〜
9
時
台
の
雨
量
増
加

と
比
例
し
、
再
び
増
加
し
ま
し
た
。
入
電
内
容
の
多

く
は
、「
道
路
が
冠
水
し
て
車
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
家

が
浸
水
し
て
避
難
が
で
き
な
い
」
な
ど
で
し
た
。

　

こ
の
大
雨
で
は
、
48
件
の
災
害
出
動
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
出
動
先
で
は
、
隊
員
の
腰
ほ
ど
ま
で
浸
か

る
水
深
の
現
場
も
あ
り
、
活
動
に
際
し
て
は
消
防
団

と
連
携
を
図
り
、
ボ
ー
ト
等
を
使
用
し
な
が
ら
、
救

助
を
求
め
る
住
民
を
安
全
な
場
所
に
救
出
し
ま
し
た
。

　

大
崎
広
域
消
防
本
部
と
し
て
は
、
自
然
災
害
が
頻

発
・
激
甚
化
の
傾
向
に
あ
る
中
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
構
成
市
町
及
び

消
防
団
等
と
の
連
携
協
力
を
深
め
、
な
お
一
層
の
災

害
対
応
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災 害 出 動 状 況
市町 出動件数 救出事案 救出人数 延べ出動隊数 延べ出動隊員

大崎市 ４１ ２０ ９６ ４９ １５２

加美町 　４ 　２ ５ ４ １５

美里町 　３ 　１ １１ ５ １３

計 ４８ ２３ １１２ ５８ １８０

単位：件・人


